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第5回●メールは改行しながら書くしかない？

なにやってんだよ
！

池田健二（インプレス・ラボ）

引用されたメールなどで１行の途中、それも引用マークの直後

で改行されてしまっていて、たいへん読みにくいメールを受け取

ったことはないだろうか？

送った人、つまり文書を作成した人もわざわざそんな読みにく

いフォーマットで書いたりしているわけではないことは簡単に分

かる。それでは、どこでこうなってしまうのだろうか？

犯人はメールソフトだ！
今日のインターネットでのメールは、次の4つの機能に分割
できる。

1ユーザーとのインターフェイスを担当するユーザーエージェント
（「Eudora」などのメールソフトウェア）

2メールを転送するトランスポートエージェント（いわゆるSMTPサ
ーバーで「sendmail」など）

3メールを保管するメールサーバー（これもSMTPサーバー）
4メールを表示するユーザーエージェント（1と同じソフトウェア）

ユーザーがわざわざ読みにくいフォーマットで書いていない
とすれば、この4つのうちのどこかで改行されているはずだ。
実際に異なるユーザーエージェントで同じ宛先に送ると、改
行されたりされなかったりする点から、改行している犯人は
1であることが分かる。
メールを編集している間に見えている文章と、実際に送り
出した文章が異なる場合があるというのがそもそもの間違い
と言えるが、インターネットのメールは、太古の昔から1行の
長さに制限があり、日本語を送るのに適していない。
特に、多くのマシンでいろいろなメールシステムが稼働し

ているため、はっきりと何文字までとは言い切れない。また
よくないことに、トランスポートエージェントの１行のバッフ
ァの大きさを超える長さのメールを送ると、文字化けしたり、
１行の後半が切れてしまったりする。

メールソフトが自動的に改行してくれる
つまり、途中のトランスポートエージェントでトラブルが起
こらないようにするため、ユーザーエージェント、つまりメー
ルソフトウェアが改行してくれるのである。なかなか気が効
いていると言いたいところだが、半角スペースの箇所でしか
改行しないソフトウェアが多いので、日本語のソフトウェア

としてはかなり困る。自動的に改行しないと、１行がすばら
しく長いメールを送ってしまう可能性があり、そのたびに管
理者の方々の手をわずらわせてしまうのは申し訳ない。

「引用」を考慮に入れた桁数の設定を
メールソフトウェアが勝手に改行してしまうならば、その改行する

桁数を超えないように文章を作成するしかない。ほとんどのユーザー
エージェントでは78桁か79桁で改行する。つまり、76桁程度で文章を
作成しておけば、ほぼ問題ないといえるだろう。しかし、インターネ
ットの世界では「引用」という文化がある。ここで、引用された場合
をも考慮し、あと2桁程度は少なくしておくべきだろう。さらに、２～
３回程度は引用されることもありえるので、どんな場合にも「たぁっ！
なんだよこのメールは！」と言われないようにするため、私は70桁を
お勧めする。

改行は手作業でやるしかない
しかしどうやって70桁にしたらよいのだろうか？いまやインターネッ

トのサーバーがその主な役割となってしまっているUNIXでは、「fold
（1）」というコマンドで改行したり、「fmt（1）」というコマンドで文
章全体を詰め直したりして整形するツールがあるが、ウィンドウズや
マッキントッシュ用となると、ちょっと調べた限りでは探しだせなかっ
た。メールでのやり取りが日常業務と言える、インターネットマガジ
ン編集部やとなりにあるウォッチ編集部を覗いてみたが、やはりよい
ツールにめぐり逢えていないのか、みな「手」で改行して字詰めを整
えている。
このような作業こそ、ソフトウェアでやるべきだ。単に漢字が表示

できるだけでは、優秀なユーザーエージェントとは言えない。GUI時
代の統合環境なら、最低限の文書作成機能だけではあまりにもオソ
マツではないだろうか。今回は、メールソフトを作っているソフトウ
ェア会社や、ローカライズしている代理店に「たぁ！」だ。
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